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東欧社会主義経済における「経済改革」政策の基盤

公式統評よりみたその# 質と課顯一一•

"Kozgaxdnsagi szabalyozo rendszoriiiik tovabbfejlesz- 
t6se" "Reform of the Economic Meclianism in Hung­
ary Development 1968-1971" (AKAD^MIAI KIAd6, 
Budapest 1 9 2 7 )所収—— 'のぼ文に副首/HIマティァス， 

チィマァ博士が書いているように"経请調盤，，，"経済 

規制と管理"，"国ほ経済の計圃化と効率"，"企業のほ 

律的ほ主性"などに集中的に表说されるような経济の 

"調整システム，，の打ち出し方が諭謙の中心となり， 

社会主義経濟推進の過程においてr經济改;が襟入 

されてから幾イらその現実の條過をふまえて]!論的課 

題がTf?整理される時jlfjとなった。今 |_|ま地のI®家統HI. 
局で発ましている数字をもとに，大ざっぱではあるが 

その具体的な来欧の旧民経济構造の基本的阅係を！i 認 

し（I ，n ) ,更にそれをふまえて现地での経济改ホ政 

策上の課題について，現職の行政担ま者によ論点 

示のホJ とをさぐりたいO il)と考える。 かよの経济憐巡- 
と そめ社会生義的特質は ソ ビエト迪邦と相当のへだた 

りをもっており，従って「経済改ギ」の諭理の理論的 

梭討を实在め各社会；t 族ぽ济の資状とはなれて，ソビ 

エト経济'をふまえて成立しているソビエトの学界での 

Socialist E conom icsの所説とのかかわりあいで無条件 

的に行うことは现論の観念的空転におちいる危阶なし 

としない。なんとなれぱ，第一に社会主義経済の理論 

としてがほされる"社会生箱経济，，の本贺说ポの確足 

なしに现諭偶雄の確ぜは不能であるからであり，t(に 
には【'経済改ホ」はあくまで現突の各社会：}S義経済推

進のため f c 打ち川された， 済の当該発展段階をふま 

え た " 政策内容 " であって，その現実的要請からねち 

出された政策内密ほ体から一般理論が直ちに抽出され 

るべきものでは決してないからである。

こ の f f i M iは ， 4 日 社 会 主 義 経 済 が 例 外 な く 資 本 主 義  

链 济 の 発 展 の 史 的 に も 偶 造 的 'に も お く れ た 地 域 に お い  

て 成 ☆ し て い る こ と ，他 方 ,資 本 主 義 経 济 の 発 展 が お  

く れ た 地 域 に お け る 経 済 の 資 本 主 義 的 発 展 の 課 題 に 今  

13 'なに多力、れ 少 な か れ 計 画 赞 理 制 度 が 導 入 さ れ て 、る 

こ と を ふ ま え て ， そ れ ぞ れ の 社 会 主 義 経 济 翅 設 途 上 で  

打 ち 出 さ れ た 経 济 政 策 の 中 核 を さ さ え る 理 論 的 課 題 の  

解 明 の 次 元 が 染 し て 社 会 生 錢 経 済 理 論 の 蓝 本 的 課 題 な  

の か ， " 開 発 途 上 "に 生 起 す る 課 题 の 社 会 主 義 的 対 応  

な の か ， 峻 別 整 理 す る こ と な く 展 路 し え な い 斯 態 と 深  

く つ な が っ て い る 。 そ れ は 又 ， 社 会 主 義 経 済 理 論 の 相  

対 的 独 Iお 性 に も か か わ ら す ， 今 日 実 在 す る 社 会 主 義 経  

済 分 析 ， 又 そ こ か ら 法 則 性 を 抽 出 し よ う と す る 努 力 自  

体 ， 社 会 主 義 経 済 を 突 現 さ せ た 歴 史 的 具 体 め 制 約 と 帝  

ホ 義 支 配 と の か か わ り あ い に 密 接 不 可 分 に む す び つ  

い て お り ， 又 そ の 社 会 主 義 経 済 の ^ ? を 産 溝 造 の 継 統 |^  
{ペくがニっの体制. 二 つ の 世 界 ホ 堤 と か が わ り あ っ て あ  

る こ と を ホ : で き な い こ と と も つ な が っ て い る 。 この 

こ と は , ’ 見 方 に よ ゥ て は 5 U ド イ ツ で 打 ち 出 さ れ た 社 会  

主 義 経 济 1 ^体 を そ の 意 昧 で tぱ 定 化 し た 関 係 と し て と ら  

え よ う と す る v i e w p o i n t と も つ な が っ て く る 。

欧 お よ び ソ 速 の 経 济 改 に つ い て ，その内突に一 *

ホふみこんで資財.機械補給の面から具体的に接近し {fi:1)
ようとしたすぐれた労作が最近公けにされたが，われ 

われは各社会主翁経済を担ゥて、る庚体の確認と説理

法（1) mm. mmk,竹tfょ样一郎r ソ述. ル‘(0この経济改ホと資材.機械純ぬj び̂ .̂済がけセ」1.973ギ i 月，祐24を!?n  h 
所収〉における社会主義経济のftfiijjメカニズムの論j i 。
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ま欧社会主義経済におけるr経済改举J 政策の甚继1

の展開がたえす檢証されわねばならぬ社会主義経済 av；2)
の段階に在ると考えるのである，

(ニ )

2 0世紀初頭に農業人ロ 80% を占めていたプルガリ 

ア人民共和国では，人口の急激な増大にともない,農 

村部での絶対鼓の増大にも拘らず，1969ギには都市と 

農村の比率が逆転した（第1ま参M)。 この人口増大は 

1945年以降死亡率，とくに乳m死亡率の減少，とくに 

農村部のそれ（人口千人当り146.1->"35.0)の激減にまえ 

られ，都市人ロの増大と，ともにプルガリア社会主義経 

済，進展の反映ということができる。

プルガリア国民経済中における社会主義セクタ一の 

割合はI960年をさかいに，各分野ではとんど決定的な 

数字となった（第2丧参照)。特に耕地面積，農業生産 

の社会主義セクタ一へのはとんど完全な移行は， ぞ欧 

においてプルガリア国民経済の基本的性格を考える場 

合大きな指標となろう。工業生産，流通過程はすでに 

1952年段階で社会主義セクタ一へ^の移行を完了してい 

る。

プルガリアにおける資本投資の;i ；およびその時系列 

的変化は第3 まの通りである。1960年を基準としたそ 

の後の進展をみることができるが, すでに第2 まのと 

ころで述べたように，1%0年がプルガリア社会主義経 

济分析の® 準指標となる年であるから，今日のプルガ 

リア経済を者えるためには一応十分である。：1969年総 

計の 2,903 million l e v a は， この統計集（後述）を首 

都ソフィアで購入した時点1972年 8 月のレバ.ドル換 

算，レバ，円換算率によると約5, 225億円に相当する。

第 3 表n は国営企業投資に対する農業部門投資の相 

対関係を示す。 i n は 1960 年を1 0 0とした場合の，そ 

れ以前との対比は入っていな'̂ 、) , 1966^P. I969年に 

みる，1968年ピクを示している。I968年は I960年 

の2 .3 7倍に当る。

第 3 表を下じきにして第4 まをみる。工業部門への 

投資額増大は，社会主義建設初期の重工業優先投資政 

饿の一般モデルをあらわしているが，特に建設部門‘ 
輸送部門の増大が，不足ながらその一廣を担っている 

ことも明らかである。すでに第3 m  I についてでふれ

たが，ソビュト，中国などの社会主義経済発展モデル 

に対して農業投資の工業投資に対する比率は相対的に 

高く，プルガリアの農業生産め位置，め容を示すと典 

に，社会主義経済建設の過程で,おおむねボトルネッ 

クとなる農工間のアンバランス激イ匕に対する対策もよ 

みとることができよう。流通部門をふくめた綜合的バ 

ランスと，おくれた経済構造の部門間波行的亮展:TiE 
の課題の組合せが投資政策の中によみとれる。

計画投資の結果として，第 5 表の画矩資産形成力';示 

される。生産部門間の特色については，すでに第4 m  

までに示したが, ここでは生産固定资/litの増大チソボ 

並びに各部門別額に対して，非生産部門固定资座量の 

大V、さに注目する必耍があろう。1960年では生産性旧 

定資産にはぽ匹敵する量をもっており，1968年に 2:1 
の割合となりながらも，工業部門の総額を上まわる量 

となっている。これは後述の第1 0まとも関速する。

第 6 まは，困定資産の増大と!!^裏し，かつ各化産部 

門の労働生産性の増大ともかかわる機械化の進展を示 

す。

鉱業部門において，石炭採掘地下坑の積戦の機械f匕 
の立ちおくれを別とすれば，鉄鉱業，非鉄金腐両部門 

をふくめ，機械化達成は1965银段階で一応のメドをこ 

えたといってよい。ただしその機械イ匕の内容，技術進 

步の度合いは十分に検討されねばならないし，第 6 
の輸送部門に示されるように，この国のエネルギー源 

の一般水準としては，石炭にたよることが多いところ 

であるから，石炭部門積載の立ちおくれは，ボトルネ 

ックたりうる與素をはらんでいよう。当然のことなが 

ら工業生産の発展チンポ，技術本新の速度に対応した 

鉱業の機械化の設備投資が要請されるわけで，中華人 

民共和国において第3 次五力年評画の一つの目標カ墙 

業機械と叙;山機械/M産におかれたことは周知のことで 

ホJる。しかも一般的不足というよりは,重工業ほ先投 

資政策の結果として，鉱業および農業が資源並びに食 

糧需要の迫加拡大に応えられないボトルネックとして 

現象した事实に立脚していることは，ホ国にかぎらず, 
すべての社会主義経济建設初j[yの課Mであり，その後 

進的彼行性の狂、拭の仕方と，その仏拭後に本来の社会 

主義経済の理論的課題が横たわるのである。

4 .の伐採部の搬出の機械イヒ0 立ちおくれは，伐ネ:
法（2 〉 rハンガリ一経済は中央IH画化ガ式のソビ3：■ト域济システムのラインにそって7な編されたという者え方はffめま四 

を問わず __̂ 般めであるJ  ("The Manager and Economic Reform in Hungary" by Geza Peter Lauter, p. 3 . )力*、， 
r経坑改ホj を支える?Ji尖の生力溝造の大きなオ腿を見落すと， そ の 济 改 ホ Hi体りMす役割と内容め落差， その■Hi 
論的内爽lil体にかかわることになると思われる*

—  8 9 (5 5/〉 ■



)lず欧社会主義経済におけるf■経済改本j 政策の基盤1

部分の急速な機械化に対' して極めてffi点的に劇髮され 

ねぱならぬ部分であるだ、、第 4 表に示されて、るよう 

な森林業へのコンスタントな投資は，伐木部分の機械 

化のあとを迫って改善されるであろうととがみとめら 

れる。

5 .の農業部門の機械イ匕は，省力化としても農工問の 

バラ 'ノス.調格からも, 又急増する食糧需要に追いつく 

ためにも，極めて重要な部分と言わねぱならない。周 

知のように，との人ロ密庇のゆるやかな，みどりの沃 

野をもつバルカンの国は，耕池の社会化と娘団的企業 

化 （策2 表) の結果， 日本で想像もつかない経営規模 

堪位当りの面横を実現している飛行機の上からみる 

プルガリアとイギリスけ :農の国！）の何とちがうこと 

力、。 ソフィアからベルグラU ドへの® 際列 !}Xの窓から 

信じられない程の時間 , 位の畑，すことえぱひまわ 

りの花の黄色がつづくこと力その巨大な単位の経営 

規模をもつ耕地に対して，当然のこととして機械化は 

進行している。 1965年を画期としではとんどの,特に 

労働量を多量に投入する必要のある労働過程には機械 

化が樊现した。 しかし私の経協では農村の中ではしぱ 

しぱ馬!}5が飼料や収樓物をつんで，牧歌的にこまめに 

走っており，綠の原野には羊の部れを守る羊飼V、が時 

を知らぬげにたf cずんで \/、る場® もあって，この機械 . 
化された労働過程相互の問の姿を示してV、た。ただし 

耕地は1961印:にトラクタ一一式で 176. 2 h a 平均耕作 

されていたが，1969年には 90. 9 h a となり， トラクタ 

一台数の地大と進展は明確にみられる（資料I Vの10)。
6 . 建設業は，機械化の数量からしても明白におくれ 

ており，特に地方と中央の落差が大きくみられる。【ま 

大なビル辟が計[ffij的にどんどんうちたてられ,ァパー

ト群もたてられ，発電所の[：!大な工事が实現される一 

方，農村の農家はれんが造りのささやかな,伝統的な 

ものが多い。しっくいづくりの頂の非近代化のァンバ 

ランスカ瀬的にこれを物語っているようにみえる。組 

立て武臣大建築の決う的近代化は，ツビ^ ト, ユーゴ， 

キュゴなどに共通の工揚生遊組立雄築の期間短縮省力 

化建築の系列であろう。

7 .の输送部r jの電イ匕の比率の他さ，蒸気機関1|£によ 

る货物輪送廣の大きさに，本151のエネルギー段階の現 

状がみられることは，すでに述べた/!i K である。m化 

は盒ピッチですすめられており，社会主義後済雄設の， 

世界経済における今日め段階で石油プ' ネルギ'一へ€>転 

換ないしその収极いを，どのように対応するかが今後 

の飛躍的発展のかぎであるとえる（それ故, 今n 人IIU

がお f il l資源を躯使したかにみえて資本の下に従属される媒体 

としてとり、、れてくる前に |^1然が\ ;、かに® 々とぎしかったか. 

をここでは如に示している ) 。 すなわち，社会主義体制 

の下での -計画的資源の f f i / n と公害対策の伴った石油文 

明という冗タを実现するのか，その資本主義的発想の延 

長上にではなく‘新しいエネルギーと技術体系を結合 

させたシステムを開発してゆくのかということは，社 

会主義経済諸国全体の課題でもあるわけである（チ :

コについて続稿参照)。

第 マ は ，プルガリアにおける主要エ農業生産物の 

資本傘位当り生鹿の時系列的変化を示している。工業 

部門では一覚して明らかなように1968年に大幅なま化 

がみられる。これは，すでにみたようにプルガリアに 

おける生ま力発展のピークとして1968年が目されてい 

るととと照応し，それ以後はそのペースの上で更に新 

たな進展がみられることになるわけである。電力，石 

炭，治在用コークス，鉄鉱石，粗鋼，带卷鋼など一速 

の鉱業，エネルギー部門，セメントなど基礎的関連部 

P iに箸B 、。又さとうの大.はてんさいの生産増を背 

景に，国際的砂糖市場の变勘ともかかわる，本国とし 

て一̂つの海外TfJ場と開連する点である。農産物につい 

ていえぱ大変，とうもろこし，ひまわりの種子，てん 

さい* りんご，ぶどうなども農業国として知られたプ 

ルガリアのお国ぶりを反映して，大きく生産性の増大 

したことを示している。

第 8 まは，プルガリア経済における部門別社会的労 

働力配分の割合を示す。工業部門の比率の増大は農業 

部門の減少と対応しすでに示した工業部門の投資塌 

大 ，拡大農業部門の機械化,:あ力化の結果もあら 

わしている。林業のうち伐木労働機械化の達成は，総 

数の増加飯向の中で労働力配分にまとして数字0 にま 

であらわれた。建設, 輸送,流通部門への相対的增ネ 

は当然として，非物妈的生産部|"Jへの労働力配分の增 

大は, 生摩の壤大と安定をふまえて福祉,文化向上の 

方向へ計画化が指し実現しつつある謝:左であろう。 

バルカユーといわれるソ，マィアのデバ一トは全階品物 

が豊富で人もにぎわ'^、，せんいに化学せんいの割合が 

多 < なく . かざりつけの華美なところがないことを除 

けぱ，われわれの知るデパートそのもので，むしろ 

民芸的なおりものの素朴な豊かさは生活のゆとりのあ 

らわれともみられた。町をホく人々も明るく，シa ケ 

ウインドウの样品は<：̂13'珍豊かで洗練され，広大なみど 

リの公I剤，人のよいククシーの述転手の如にものどか 

さがのぞいていたみなが众り格;治のない，しっそな

9 0 (5 5 8 )

豊かさを共有し, のびやかにくらす段階は，当然更につのメドとなろう，

、水準，彼行的発展の足*正を可能とする構造的改ホ 

をつみ上げてゆ < 方向に推進されて、、かねぱならな、、

が，第 9 まにみるよう.に，それは■4''ロ到達したStage 
の明日につづく現実感を数字の上からも，よみとるこ 

とができよう。

第10まの歯民所得分析においては，I965キ-以降労働 

生ま性の-ギイな当り壞大による国民所得の增大が決矩的 

となり,.労働者数の増大による国民所得の墙大は始ん 

どみる意味を失った。そのエ藥部門, 建設業,農業部門 

における労働生鹿性の増大による各生産胸の增大はと 

もかくとして,工業部門の労働者数の増加による增大 

の減少. 農業部門の労働者数の増加による増大の（一）

数値は, 翅設部門. 路面, 海上輪送の，その部分の（+  )と 
対応する。つまり，先に投資優先,設備拡大と機械化の 

拙進による省カイ匕がすすめられた部門から,計画遂行 

上からも，又経済発膝の結果としても耍諧される，

設，輸送部門への重在化と，機械化未熟（既述，饼6 表）

による労働力需要の増大とによる労働力?111分が之（第 

8酌であり， これらの部門がB 項ならぬA項によっ 

てその墙大が示されるようになるとき，プルガリア経 

済の生鹿力構造が，名実ともに社会主義経済の計画化 

を担いうるものとなるであろう。

第 9 ま，第10まをふまえて餘11表では,消費プァン 

ド及び実質賃企，福祉文化内容の1̂]上の側からみた数 

字である。国民所得資本i'l'i位当りからみると，1952ギ 

当時から社会主義建設過® を経て，すでに安:^ したW 
生産構造を描築した1965年，1969年とみると3 倍と 

なっている。第 9 表にみる通り196 9年に1938年の 

33fさの国民生淹物総額（1%0尔を基準にして2. 3倍）の増 

大は，第 11まにみる通りの菩積と消費の比率とその 

変化を实現した。そのチンポと各ギ度の比較の語るも 

の，又下段の表にある蓄積と消費の比率のうち前者の 

増大は，プルガリァ経济の安定した充実庇を示すもの 

として，すでに!/、くつかの資料が示す通りである。又 

旧人消費に対する集団消費は，社会主殺経济の内実を 

示すと同時に，後まの割合の少なさは，総消数量のわ 

くからきているので，今後経済発賊のすすむ中でに 

その内容がひろげられよう。すなわち，現段階のプル 

ガリァ経済の消'哉構造では，生産力水準と照応してま 

だ個人的消，乂̂̂メ力ニズム力，、過渡的股階にあるために，

生だi水準，個 人々の消数は贺所得を軸にはからなけ 

れぱならない。懷12丧の爽與資金，实数所得の増大は，

をの衍懷となる。銀行预金の196がIえ以阵の増加も义一'

Hび社会主義経済における「経済改系J 政策の基盤I

第 12まの下竿分は， 社会的投資と関速し物質的生 

産の進展を宵景にプルガリア経済の評回 i的に提供しう 

る福址基金の実現庇の - - 端を示す。吏にそれを追っすこ 

のが第 13まである。福祉支出す算の Jfl大期は物質的生 

鹿の進展にワンステップおくれて示されるが， ここで 

も 1965年が基準指標を画するとみてよいでホ ) ろう。 

実質所得の増大と社会的福祉施設の坡大とに支えられ 

る人々の突質的生だ '水準，文化的条仲の内容が,プル 

ガリア国民の真の生活内容であり，それを実現した経 

済的基盤が真のプルガリア経済そのものでもる， とい 

うことができる。

19世紀までオ スマントルコに占領され，又 第 2 次大 

戦でナチスとかかわりあい，共 に ソビユト単の力も借 

りつつ民族独立の悲頭を達成したプルガリアが，選択 

によって社会主義建設にふみ出し,自力独立路線を秘 

めて経済構造の転換をはかった今日がここにある。

* 統II，表は全爽とも Peoples Republic of Bulgaria 
State Information Office with The Council of Ministers 
編 "Statistical Pocket Book 1970" Sofia Press.(ソフイ 

アで1972ザ- 8 ナj入手）による。

(三)

チェ ッュスロバキアは中央ヨーロッバに位置し..す 

すんだ工業生産を背景に,比较的高腔な生活水準を保 

ってきた国である。第 2 次 大 戦 の あ と "過去の経験" 
から社会主義路線をえらび , "1945年に銀行 , 鉱山,治金 

工業，機械工寒企業その他が国有化され， 1948年に多 

くののこりの工業企業がその中にふくまれた。又 1949 
年から 1960ギの IHRこ，集 (31的農場が ' ^ くられ,小経當 

が社会 :}i 義的大躲模廣業生度に変った。又石炭工業， 

織物，ガラス，製陶など伝統的な部門も，化学工業，自 

動車工業のような， より近代的工業部門も大きく発展 

拡大した。前からひきつ '̂ 、だ住ポ不足の/&機に対して 

対応し， 1970平に漸く 1 1 2 ,1 0 0ユニ、; / トを新たに借家 

人のホに渡すことが出来，新 5 力ギ評画で f c る 1971- 
1 9 7 5 の 間 に 最 低 500, 0 0 0 が建築されることになって 

いる" と . Dr. Jan Vefief は "Statistical Abstract" by 
Federal Office of StatisticB in Czechoslovakia (Prague, 
1 9 7 2 )のぼ文で賞れ、ている。

チ cuッコズロバキア経済におけるお::会生渡セククー 

‘と所有形態の变化は飢 4|^^の如くて'ある。

社会主義セククーが 9 0 % をこえたのは 1960印.であ

9 1 (5 3 9 )
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り，私的セクタ一は数字の上では無視できる量となっ 

た。東欧， さらにトルコとかかわりが深く，商のバル 

力ン半島にはり出しているプルガリアはともかく， |,rd  

知の如くソビュト S p の占領の下に， ソビ;ト社会主義 

システムのきわめて锁い影響の下に社会主義建設が 

められたチ O Xッコスロバキアは資本主義的工業イ匕がす 

す ん だ 地 域 で り ， ソビェト型中央集権的評画化方式 

力；うつされる条件をもっていたので， ソビ<3̂ ト経済と 

のつながりが強くもった。 1975年 ま で に 150, 0 0 0台以 

上のソビエト製のほ励 i j i がチェコを走行するようにな 

るといわれでさえいる。

それらを背景に，今日のチ :Cコ経济の様態を数字で 

取り出そうとするわけであるが，その資料は，"Statis­
tical Yearbook of the Czechoslovak Socialist Republic 
1968", "Statistical Yearbook of the Czechoslovak 
Socialist Republic 1971" 及び  ‘‘Stjitistical Bulletin** (い 

ずれも Federal Statistical Offlce の出版）（1972i]i 9 月プラ 

ハで入手）による。

X X X
チ ェ コ ス バキアは， }巧 知 の 如 く チ ェ コとスロバキ 

アの二つの地城がそれぞれの問題をふくみ，独|【|の社 

会主義建設路線を役索してきたが，政治的関速にはこ 

こでかかわらない。 民族的には人 P 総数の m % 極が 

チェコ人， 28% 程がス ロバ キア人，3 〜4 % 糖がハ ン 

ガリア人で，もと 1% 以 下 に ド イ ツ 人 ポーラソ ド 人 ’ 
ロシア人などがある。 階層別としでは第 1 5表の如く 

でもる。

第 2 次大戦後，戦♦で失われた人々の大きさが明ら 

かで， 1 0年単位に100万のiti大がみられる。階層別 

をみると， 1950年に協同組合的染団的農場農ほ,手 

工業他の集団的企業（ともに社会?K翁企⑧の所愿メン 

バーは統II•上 0 であった。すでにふれた如く，1945ザ‘ 
に園-有化がはじまり，1948ギに更に■すすんで，社会お 

義セクタ一は国民所得の6 6 % にとどまって、すここと 

を考えあわせられる。I960平に社会主義セクク一が11) 
K 所得の93% を占めるようになると同iめ:に私めセク 

ク一が， 1948 この33%から2 % と£];的に燃響力を失 

う段階になったこと力’、, 览15丧の資本家, 小艘lAiの激減 

と照化;する。1970ゴRこ社会主義セクタ一の国民所得に 

占める割合は96 % ,そのうち1®常企業が86%, Wj\mii

合的染団的企業が10% (農業）と3%で. のこり1% が 

私的セクタ一となったことが，第 15まの1969年の描 

成と対するわけである。チa tッコスロバキアの場合 

でも，1960年以降が社会主義的:fif生ま軌道確立と考え 

られ，その上で社会主義経济の理論的課題が本来的に 

展開してゆくに至る。

第 I6まはチコが社会主義経済に移行してのちの

国民総生廣物Wと国民所得，及び支出国民所得の構成

とその変化を示している。左側は不変価格表示，右側

は時価表示をとっている。不変価格表示の基準価格は,
国民所得欄の下に注をつけてある。チ:Cコ経済の現状

分析のために，このニつのまのもつ意味をみとること 
け i-:3)

はIfi要である。

1948ギ不変価格は，1 9 6 0年までの基準細格でま示 

してあるだめに時価表示より大きくあらわれ，1969年, 
1 9 7 0年の不変価格表示は，19 67年墓準価格で表示し 

てあるためにI制lili表示より小さくあらわれている。後 

者はデフレ^ トしてま示されたかたちになり，1970年 

の社会的総/上産物額で59. 2 百方 k c s ,国民所得で32 
百万 k 6 sのちがいを刀くしている。不ま伽格表7TJの甚 

準倾格改訂の基準の検討についてはここで行うV、とま 

はないが，計画年次の取极》/、とカホて資料の空間を充 

たす必要がある。ちなみにチコではすでにふれたよ 

うに1971-1975に新五力年計画に入った6
1970年度に民所得中農採業と建設が同じ比率であ 

るのが興味深く，調達部門が社会的総生産物の中での 

割合より多くの部分を占めていること力';注目される。 

社会主義経情の下で調達部門のマージン，その在り方 

は一 つ の盲点である。

支出国民所得では，消費の仲びがめざましく1970年 

で，その年の73%を占めている。それは第1 7までも 

明らかである。 国民所得の増大（社会主殺経済確立ゆ点 

の4 倍）を背景に1人当り個人消費も2. 6 倍， 1960年 

の 1 .4 倍を1970年の指数は示している。

その園ほ所得のれで大を実现させた背景として第18 
1*ミ部門別圓55̂ 資鹿の増大をたどることができる。工業 

部r jの増大は当然のこととして農林業，輸送通信の増 

大量は特微的である。义生産ISI定資まの墙大に対jおす 

る非生廣固資座ヴtfi大がみとめられる。チX コi t i m  
不足に苦しみ, 新五*力年計画(1971-1975)で大幅の0

注( 3 ) 社会主義ぱ济の现謝；城の，I，での格論とSi'iiケJ落差の，I，にiiiは今nの社会主ま|3̂ 济の木贺がかくれている。これは 

チェコネI:会:l-:f航も济の独I’i性ではなく，ソビェト経めにおいて，【I偶ぱ济において火きな|»j題をはらんでいる。 rソピ 
ュト侧ftめ策史J のしる'i m i iのソビゴ- ト样济における終ル:液物のfiiii化，ホ旧杯の域め流通生ま物制格，域外通 

^ m m m . 胳啦113邮格と: 物fiiiけf̂ ；ifまの現は雄介にとのことを訊っている。ijj[に次稿で极う，
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標をたでているが，プラハの町に,スーパーマーヶッ 

ト，小さな酒填つきのしょうしゃな住居辟が，新しく 

どんどんたち，犬をつれてゆとりもって散谈ミする人が 

目立った（1972ip秋)。 .
第 1 9衷は,社会的労働力配分とその変化を示して 

いる。第 16ま，第 I8 まと結びつけて検討すべきであ 

る。工業部門の増加は，設備投資の堆大による労働生 

鹿性の上昇にもかかわらず，基本建設が拡大されて、 

ることを示す。農林部門の減少は,® 民所得の相当数 

地大と結びつけ，又役資の相対的大いさとも関速しで 

労働生ま性の大幅な上邦が襟き出される(第20. 21m 。

農地の社会化の進展と染団的協同組合企業の形成は， 

私営，場の数の減少:とその農地面積の激減一^農地旧 

積に占める社会主義セクタ一農地の激增から容易にそ 

の推移をみとることができる。しかし社会生義建設 

途上の一般的形態としてのその情とは別に，チュコ 

の特徴は，国営農場数が染0 的同組合企業数の6 ほ- 

に達 していることである。而横は協同組合農場合計の 

方が多いということとOfせて，チェコ農業偶造分析の 

一つの指標となる。第 23まにより1% 5年が社会主義 

セクターの90%台を示す劇期ともとれるが，同右のま 

のように，本来的に社会主義的性格と機能をもつ高級 

協同組合企業が耕地の65% にとどまる事実を忘れる 

ことはできない。私営農場の70万へクタール（協!njUl 

合貫の私お地29万ヘクタールはおくとしても）が総農用地 

の9. 9% を占める意味は，農場が零細となったにせよ 

無視できないのでもる。

第 2 5 衷 は ， 社 会 主 義 セ ク タ 一 に お け る 一 力 月 平 均  

货 ☆ の 変 化 で あ る 。 農 林 業 部 門 が オ H 対 的 に 高 く ， 農 業  

の 大 規 模 社 会 化 と 一 化 て 照 応 す る が ， 染 帥 め 農 場 が 除 か  

れ て あ る こ と が 大 き な 問 題 で あ る 。 又 ¥ 次 的 に 一 力 月  

賃 金 は 上 って い る が ， す で に ふ れ た よ う に 不 変 価 格 に  

対 し て 消 费 財 の 時 細 は 上 ダ /-し て い る の で , 当 然 そ の 内  

辨 が 間 題 と な る 。 そ れ に こ た え る の が 第 2 6 ま で あ る 。 

一 見 し て 明 ら か な よ う に , 突 質 货 金 は 名 L-I貧 金 は ど 上  

昇 し て い な い が ， I 9 6 0 年 以 1$ , こ の 数 字 か ら す れ ぱ 安  

定 的 に 助 大 し て い る と い え る の は ， す で に み た 国 民 所  

得 の ま 讚 か ら も 一 *応 納 得 さ せ る も の で あ ろ う 。

(四）

ュ…ゴスラヴィァ社会主義述邦M i p lの統計資料染 

は 18 から公刊され，今Wでは同国めの四つの言 

H /j .クロアチア♦セルピア語，マケドニア語，セルピ

ァ ，クロァチァ語，スロぺニT 語と，英 , 仏，独，露 

語とで105, 000部出版されている。原 語 は "Statistifiki 
Kalendar Jugoslavije 1972" Beogiad (速邦統計協会の編 

结）（1972年- 9 月ベォグラードで入手)。

SFRY (ユーゴスラヴィア）は，ボスニア，モンチネグ 

ロ， クロアチア，マケドユ_ア，スロベニア，セルビア

から成り，ヨーロッパの史的激変の折は常にかかわり 

あって，その国の領城,而就支配関係に全面的な影響

をうけてきた。 オスマントルコ， オー义トリ一ハンガ

リ- 帝国，その後の第 1 次世界大戦のモメント， ドイ 

ツファシズム，極}}{めわれわれから想像できない無數 

の歴史の傷あとを背鱼って自立，社会主義路線を歩み 

はじめたユーゴのおかれた位置をめ在的にみれば，そ 

れが Market Socialismとして概念的に片づけられない 

ことは明の理で力 ) る。首都ぺォグラードを走るほ動 

ホ-の非常に多くがイタリアのフィプットであり，それ 

がユーゴとイタリアの合升会社の製品であり，そのフ 

ィアット社の株がアメリ力資本によって占められてい 

る事庚は， 今日現庚に ;rr在 す る S F R Y を端的にあら 

わしているであろう。大々的な道路建設，路面輸送拡 

大の計画遂行，住宅辟の建設とそれを可能とする工業 

生産の進展，西欧首都にみまがうシg ウウィンドウの 

明るL、優維さ~ 一三部交替制をとってネ:1:会的労働時問 

は延長しながら労働者個人にとっては，週休二日*ー 

ロ六時問制を実施しえている現況を基盤に，S F R Y は 

社会主義経済形成発展の過渡期に姑抗現象する"ニつ 

の道，，のあらゆる要素をはらませて在る。それはィタ 

リ一， ォーストリ^ に国境を.もつ地理的位置づけもふ 

くめ，二つの体制の潮をなしている，その中に今日 

の社会主義経済のもつ服史的制約性の裏HIをみとるこ 

とは道要である。

ユーゴスラヴィアの人P は，他の東欧諸国と同様に 

第 2 次大戦後社会主義路線をル-みはじめてからも大 

しつづけてきた。 人口密度ば， 1921年の 1 km2人口 

密庇 4 9 が 1971年には SOになゥた。 すでに収り上げ 

たニ国と同様の基舉年次 1965ゴP以後をみると， 就業 

人口，|» 9 7 % が社会:i£義セクターに所属し (筋 27炎）て 

いる， しかし後でみるようにほ { 32m , 農地保有の 

99. 9 % まで ( ik A ii有 で り ，農業生産物の70‘ 3% が 

個人保おであるところに，ユーゴの基本的性格をき 

める一つの衍標がかくれていることを銘記しなけれぱ 

ならない。，

律 3 3までは農衆部門の® 定資Iまの4 ,農業tな同糾合 

は撒かに2 3 % しか占めていない:ことを示している，

93(341)
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東欧社会主義経済におけるr経済改本j 政策のま-盤I
東欧社会主義経済における「経済改革J 政策の基盤I

トラクターさえ個人的保有の方が多く，飼料に至って 

は，圧倒的に個人保有で占められている。このことは, 
農業生産力の主柱が私的農場にあることを意味し合 

後の生ま力発展のモチーフとして，農業部門ではまだ 

社会主義的集団的企業が，その生産力構造の中核をな 

すに至っていないことを意味する。乂士地国有の下で 

の私的企業の残存ではなく，私的土地保有の私的経営 

であり, 又その技術体系の面からは第33まの如く機械 

イ匕の進腐は社会的保有の土地にはる力、に及ぱない（私 

的ftl-お地のうち機械化された:h地はその0.0 3 % ,社会的{装--イす 
地は77%機城化〉。個人的保有地は墙大さえしている（第 

34ま)。乂飼料の個人的保有の压倒的に多い意味は， 

飼料畑の保有状況と関連するが，その結果は当然畜産 

の化産力構造が社会化されていないことを示す。農業 

構造のこの決定的な後進性は，ユ一ゴ経済の計画的な 

均街的発展を胆害し，価格政策をi 難〉にし国内市場 

の順調な発展をさまたげる。义人々の意識撒造の中に， 

私的. 伝統的嬰を '̂ 、つまでも滞留させ，所得格差の 

拡大と結びついて，ユーゴ社会の社会主義発展の展開 

におもしとなろう。第 28衷のように，他の国々とく 

らぺて廣林業部門の労働力配分に減少の明らかなしる 

しがな、ことは以上の事象と照応する。

労働力分からみると，，ユーゴの特徴はすでにみた 

国々にくらベて. ほとんど時系列的-変化が少ないこと 

でもる。僅かに調達部分がのびた他工業部門にしても. 
大幅な就業人口増がみられない。人口増大の上昇にく 

らべてこの就業状況は，その原因はともあれ，多数の 

流外就業化と表裏するわけで(第27お)，ここにユーゴ 

経济の問題点の一端をみることができる。又その前段 

陪が第28表下の就業希望者の大V、さである。

以上の課題につV、ては第3 1までも確認することが 

できる。農業部門の所得はその7 4 % までが1200ディ 
ナ一ル以下であるのに，政府サ一ビスは51%が1200デ 

ィナール以上である。 1200.ディナールは， 1972年 3 
月基準の公式換算（木統i |表）でドル換算（1 ドルニ17デ 
ィナール）すると70. 6 ドル，物価を考慮しても1200デ 

ィナール以下の條給で生ぽがゆたかとはいえない。部 

l"j別でも, 総じて非妬済的動分野,政府機関関係の贷 

金がミく，この分野の上位給Jy.と一般的生産労働者の 

給与との格差は大きく社会に反映している。工業部門 

の純所得2000ディナール以下が90. e) % . 農業部の 

それが9 5 .1% を，める所欄fVi造 （邦货で2000ディナー 

ルはI9?2ゴiM /m 算で362o o n ) は. 物肺，社会保隨の

かかわりあいをさしひき，純所得である点をみたとし 

てもその低さ，それを他くしているメカニズムがユ 

ゴ労働力の海外流出，旧社会の組織II?生産の基盤であ 

る。

もっともユーゴでは1966年 1 月 1 日を期してディ 

ナールの平価切下げを行い, 1 新ディナールは旧100 
ディナールとなった。すでにチ$ コの不変価格と時価 

のかかわりあ\/、の部分でふれたように，ユーゴで行わ 

れたこのデノミネ一 シg ン実施の必然他に*ユーゴ経 

済解明のかぎがあり, それと社会主義経済の価格論と 

の断絶に，むしろユーゴ経済の今日的本質の解明を求 

めることができるであろう。

第 3 7表は東ヨーロタパ諸国と西欧諸国とのエ農業 

生産指数でもる。総量の比絞ではなく1963年 を 100 
とした，いわぱ相対的成長族比較であるから, 各®の 

生産力水準を確定することはできない力i , 1963年とい 

う年がすでにふれたように，束欧での社会主義的再生 

産軌道確立前後の時点なので，その前後を位置づけて 

比較することはできる。ルーマニアとプルガリアのテ 

ンポに比して，ユーゴとハンガリ一が相対的にゆるや 

かである力；，1937 年の数値をみると，チ:コと東ドイ 

ッという旧来からの工業国をのぞいて, 束欧諸面のネh 
会主義経済発展への出発点が, I 、かに後進的水準であ 

ゥたかを確認することができる。すなわち，社会主義 

経済建設のための歴史的条件の制約性が，その個別具 

体的な社会主義建設の内容をいかに規定しかつその 

上に展f旧した「社会主義経済J が当面した課題に对す 

る耗济政策としての•■経济改革J のめ容として理論的 

に借楚さるべきことになる，ことである。

第 3 8まの鉄道輸送とモータ一機関輪送の対•比にお 

いて，モータ一機関輸送量上位に柬ヨ•'••ロッパ諸国が 

一国も入っていないのは偶然ではない。モータリゼ一 

シg ンの担う生J蛮力体系がまさに資本主義の産物であ 

るとすれぱ，資本主義的経济発展の後進性と社会主義 

的経济llfj発の "先進性"とを併せもつ今日の来欧諧国 

の経済構造の今的特質と，その将来とは区別して者 

えられなけれぱならない。

次稿n では，資金と価格の変化，IIIではハンガリー 

の "改恭メカニズム論" を巾心に，改i，jtそのものと社 

会主義経床01!論とのかかわりを検討する。

学部教授）

法(4 )次搞で檢gjする，
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S
CO »--« O  O  to  O  O  CJ .c4 CvJ r~f f-H r

b- OQ lo  0 \  tr> CM CO CO O  Cs| Cvi »-« rH r-1
to  o  <o <o c* <5 O  <£> CO o  1—« c^ rH 1—1 r-H

to  i—l CM »—t O  ,t、 OO m  CO ろ i—i r-« i—< *—1 f—*

味

r-H
f2 S  8 g  $  ^  8 oa t-- 5S ^C-> 'tj' CM O  *—< r—4 »-H r-H

xf CO <£> O  C  ̂ o5 f-l o1—« .—< r-t r-l

♦
a

ま g •、 rH C^cO 0 - 1 ろ #—4 »~l r-H 叙

お

g  S き )3  ^  g

♦
. a

m
o a

fe 8 S  8
華

S3 8 fe  8

神

m

o  o  o  o  o  <z> o  o  o  or-1 r*̂  1—1 r~< r-4
^  ^  
fO LT> iO to  0> <7> <7> 0> CT> rH rH »*H. r-i rH-------------- ------- --------

■か re>' -.o  o  o  c i  o» o» o  o♦—J f—1 f~1 »~t
4  4  4  4
fo  -ct lo  -ir> <t> Ch <J> 0> c?> 0> r-1 r-< f-H r-t r-«

O  O  O  CD oo  o  o  o  or-t r-i r-i r-* f~*
4  4  j j f  w - 4 -
CO ir> u> <o <y> <7> o> o> o i r-1 rH, r-1 r-i r-l

o o o ■ o oO  <C> ,<0 O  <3

ト CO o  to  o  CO i/> i/> <o <J> 0> ；<T> <T> <T> r-i r-i rH rH r-i

S

I

滅

(

链

き

翻

鍵

Y
1
R

條

嗽

ゼ 

^

f

c

,

^

u

s

8

§
K

-

^

\

U

K

n

 

N
,

0

B

;?スト‘、

ジ

レ

ド

 a<rh 

ミ.■
■
l
-
.
L
k
.
-
^
L
r
t
.
-
.
r
H
L
i
.
u
L
f
.
/
.
w
-
r
a
-

，

み

-
i
.
ギC

ぶ

ぐ

^
^



扯 jji* ホ • 晚CO サ m ① .t̂ co<T>o<£)C0<0<0 t£><0<X>t>- <7) cr> CT> <y> a> cr> o> <y\f—t T—I rH 1—1 rH t-< i—<

l P i l P 5

§ g S g-6 S g S»-4 r-4

束欧社会主義経済におけるr経情改苹J 政策の驻盤I

を

cr>t-i
§ ^ §  ^1* 

s  の'  i

:味 さsi 4-00 *̂ fe+o
cr>j f—< O  の CO

♦
ざ す % ざ 許

cr> 0> CO CO

«-
7?. だs
⑦ ミ

味 " i -
2

ま {§
Ot
t-i ■<o

JJf
2? ま なo> lO

: 社

s
' «}- 

Fl
ざ-§を

o>

おs'. • . ロ  J 1 ロ■ fe< 、 ' ^ 、 ■<

ぜ #3 着 た S
ロ , n  ^  ^  | |
< < u ' ^  拱

103(351)

mm.

102(350)

1お☆が :ぶレ ぶ';Kも'、も':t あぐ.yら ト '.だ-.，i：v■•ゆ-:'，ん^

m

束欧社会主義経済におけるr経済改: 政策の雄盤r

な
//2

ザI 

§

べ
1
1 

SiS 
バ 01め

'

3
66*It

糊
Hsぱ

錄
1S0

H

ま

iSI

0
S
^

s

k

s

s

0
HssM̂

.0

Is0
H 

i?696I

s
*
3

S
9
S

レ66
*

め
T:s*23 

T
S
2
T

 

Z69 
バ I 

5
s
* 

I 

s
s
*
s
z

 

t£z*s1̂

§
-

s

096*TSI 

S

トS*III 

O
U
’SOI

s
o *66

S
I
S
*
6

ト 

100 
バ 9

S2Is
‘の

2 
ト6

の
3

s

69

め
30

J

I

寸s*

寸I

W
S
I

 

0
0
2
1

 

サS3

ぶ

3
1
2

3

寸
s
 

の21*

め

I
I
S

バ

s
i
n

s
z
s

£82*62

Z
S
I

S
*
I

 

s
£
ぶ2

T9I'st

3  ?2 {3 q  s  ^o> to tor-l r-4

t£6 

£
9
i

ぶ

ooz*s

£
3
5
1

s

s

133*

レ3

I9S 
ぷ £

《0

レT 

^
^
2
.
コA"ISO

きA

 

J

◊
タo

s
t

ま

。odL 

のU
5
W
, 

*p

ぷ
じ
•
♦ゆV

 $

は
お
V
ナ

む

コ

"
一
を

?
^
^
$
i
$
s
€
r
i
s
s
^
.
^

 ̂

. I

S

M

r

l

s

^

s

c

s

l

 

‘ 
J

‘
i

 
*

s

s

+

£

l

i

G

i§ 
ぐ 

i

々

ニ

き

寧

i

i

ぢ黑ゆ
ト

 

T

2

i

2

?装

® 
レ 
s

s

i

t
.
s
& 

M

 
ヴ
ぬ

ぱ

 

i

f
 
i

s
 
拜
f

- 

„

4-

S
I
レ 

S
.
S
H
-
み i 

v

s

s

v

v

v 

.

;
f
!
s

慕

5
 

.
f

i

s

s

v

t 

I
r
i
. 

—
*

つ

■ 

-
u
.

g  s  soa r-1

£SI§

£89

IZI0
. 

S-i

サ
m

‘

99

の
の9

m

 
s
 I 

917s>s 

§
ぶ

rH <VJ ト CO寸寸 CO ĈJ »—<
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r-JĈ3cn IS a 00 oo

r—1
1—1 
I—1 S OJ<J> S

1 S 巧 §
■~ 1 s 8 8 8 S3 に

1 s S s g ま S ?：：

1t~~̂ § CO
f—* s s § j：?

1 g s § 8 % ま g w ?g

1
g j i£>

t—i 8 S s ま ie s s

1 8 S3 S .1：： s g s?

1 8 ト S S t~fr - i o o>

105 0 5力

ル

1
ミ 3

t oCvj §
lO

s 3 ニ r*< ト
r~* g

M -
1

g g <M 力 § § O 1̂3 CO cr>t-4 t-tr ^  i-t さ シ §t - i rH 3 § S

r~4 s J:: 8 ニ § ト，
f-» §

00
r-*

t o
ド

o>
*~<

<£>
r-l

1 3
o
»-4

t -
i-H § 15 § § o

rA
»—1 
i-H

'ci*
1—4 r-H 3 g

irf-
<oo> 5! ま

COCD COo> t o
⑦

c n
r—• 8 § g ざ 8 g g 8 g

o^ $ 00
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サ

CO<M

N X 1 ム cd m \ V n 辟 1 u . N K レ
>r か

N V A 11 (/) 1V A rX V A
，トKh1

uKn
vf

U ,
わ

\

,SN
1 CO

in H
6 1ト か

A
u ~ JN

h >S 5̂ 's K わ X m V V h

義経済におけるr経済改革J 政策の甚盤I束欧社会主義経清における•■経済改本J 政策の甚盤:t

!
1

1-h

I
1
I

1 g S g g g g g g g S § 2 S
1r-<1

t-~4

§ g s g j d s  ささ gg S S g
1f~<I 8 § 5 g S 8 § § ^ ^ 5 s s s

1 1 g S § 8 S S S S g & s s o

1
o>4~C

i
f

S
I

J § 8 § & S 8 g § ^ § § 2
S k1ジジ S3 S s § S S

1 1 <y> 
1~1

CO t、 1、卜 1̂ o <J> I、 i> r-<r-«r—<COCvi<Mr-Hr-Hi—«rH rH rH i—< r—i r~l f—1 f—f 2 S S
h\.§■4> ?'i-f 1 s  ̂ 1 § s i  s g

1—lrHf-l'fHf-Hr-4r-4r-(J~|
S g g ，• • *- *- »—< f-H r~4

1 r—̂ *~* r-< 1~~1 r—( r—4 r-4 f—| i  i  S
r-i rH t-4

i i § i  J-S § i  s s g
r-~t r~-i •

s § g
r~< T—f I~t

1 i S i l 3 S l i s l ^ i ,8 g 1
r~t i-T

1̂
tfe g： r  g： ^ g： g： 
g お核 M f̂i .i，̂  m 4K& _H irj! ^ fe H <'t

1 1 I k

CQ ," - - - -ノ < .
104(552)

- . . A h 、 ' ■

JJJ- s 8  f—t
1  
I—1I Sr-~l

1 1 CO
c>
i~(

1̂-
rH

さ
わ*!

;ル 
1  
iir
I
r~*

C7>
tr>
I—1
CO
o
t-<

><cd
(Xh(/)

霞

i

s

妆

^
t
,
o
^
y
^
H
Q
K 

V
K
^
^
K
*
n
l
r
i 

術

9

の
滅

i

s

^

M

H

Q

h
 

V
.
^
^
K
.
n
l
r
t 

概

S

の
減

(
O
O
T
=
s
§

お

：

W

癒

H
:
戰̂

徵
Hり-.̂

'-̂

ぷ

る
4

l

3

^

,

n

l

H

術

ト

の

棘

f69I.<J rp}q3)

/
s

 
ニ 2

-
v

 §

 

 ̂せ Isssiisf

ル 
 ̂■? 

M
F
e
s
Q
^
r
a
^

S

Q
 リ 

T

 か

0001 

$

s

^

f

f

s
 
.

4

S

S

S

Q

S

が

^
^
i
^
f
e
Q
S
S

 
.

*

-

s

s

s

^

^

»
 ̂

,
s 

V 

 ̂

^

^

S

S

Q

^

SS
O
T
^
^
^
.
s 

-

^

e

i

E

^

^

w

-

^

坪
？！！

却ô
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ギ ロ チ ン 社 と そ の 人 々 （そのニ )

—— 日本ア ナ キ ズ ム 運 動 史 料 （1)------

小 松 隆

目 次  

はじめに

1 . ギロチン社の成立と,性格

2 . ギロチン社の目標と活動く以上前号〉

3 . ギロチン社の目標と藤防りモ前)く以上本号〉

4. 「予審終結決定書J
5. ギロチン社の人々

3. ギロチン社の目標と活動（揉前）
I

ギロチン社のかかわった事件で*ま面にでたものは 

大略以上のとおりで f c る。彼らの活動も  < リヤク〉に 

とどまっているかぎり，まだ逃げ道もあったが， 日々  

の生活もままならぬ窮迫状態においこまれていくと， 

つぎつぎとと.りかえしのつかない出来事をひきおこし 

ていく。そ の 1 つがすでに述べた仲による庄司への犯 

撃であった。たとえ誤認であれ，庄司がすでにリヤク 

に応じていたことがら，他の同志は困惑と励揺をかく 

しえなくなった。 もう 1 つがa 中の甘帕五郎への®擊 

であった。これも，中浪以外はつよく反対したのに決行 

されたことから，他の同志は中浜'への不信をつのらせ， 

大きく励揺にさらされることになっすこ。 析から，ます 

ます深刻になる経済的窮迫は，彼らをいっそう焦慮と 

不安にかりすこて,ついには小坂事件にまでおいたてた 

ので f e った。’そめ結果，その事件を機に，残った话勘 

家たちは地下に潜行せざるをえなくなり，まだつ た沾 

励は不可能になるのである。そこにいたって，彼らは 

<ホ̂るLI的〉で爆弾やピストルの入ニ丁ュに部ホする。こ 

とに労働運勘社の村木源次郎，和 IJJ久太郎と合流して 

からは，その方而でのほ励に力を入れることになる。 

中供，lii*山，食池らがその主yjfな閲係者であった。

■しかし，そのく目的〉がなんであったかは，村木，

和fflらの大杉虐殺にたいする復蠻としての福ffl維太郎 

大将襲撃以外，判然としない。囚われた同志の救出の 

ための警察署爆破. 世間にたいする衝撃と混乱の盤起. 
当初の目標であった摄政宮へのテロルなど力':狙'̂、とし 

て考えられるが，いずれも具体性に欠けるか， f i的が 

、まいなものである。ことに|11'-，(̂、の11̂ 政宮へのチロ 

ルは，調書でも，予蔣決定書でも，判決文でも，意図 

的に排除されている。そのため，波らの究極の目標に 

かかわる真実は不明のままである。この点について，

秋山氏と逸見氏が前掲論文で，倉地の記億にたよって， 

不敬罪や大逆罪がまったくとりあげられなかったのは , 
当局と古田の収弓Iきの結振であることを示唆していろ。 

つまり，一方で当局はあいつぐ不祥事# の上に，さら 

に新しい大逆事件が発生するとなれぱ，内閣の德辞•職 

はさけられず，政治の混乱，人心の励揺*不安ゆさけ 

られないと判断した。他方で，古田らは大逆罪ともな 

れぱ，同志の懷牲もはかり知れないと判断した。その 

ような相互に與なる利害から，摄政宫へのチロルのよ 

うな大逆罪にかかわることはいっさいふれないことに , 
当易と -占，Wが約束をかわしたというものでる。この 

点については，’江ロ淡氏も同意見でちり，つぎのよう 

にうけとめていた。

r宇野数物長と^ W大次郎とのその日の言葉のやり 

とりについて，私は家に帰ってから，ひとりでさん 

ざん考えぬいた。まfflの生-^本な性格からいって， 

最後の目的がヒロヒト摄政の宮の略殺にもったこと 

を, 予審廷で、、わないはずはない。それを聞いてひど 

< あわてた敕判所が，古出に泣きついてむりにも収 

消させたのではないだろう力、。関ま大震災•のすぐ後 

で，ネト烈事件に虎の門?1̂ 仲と大逆事件がすでにニど 

までクづいている„ 虎のrぜf件では山本権兵衛め旧

107(555)

東欧社会主義経济におけるr経済改革J 政策の基盤1
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